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学校をみんなが安心して学べる場にするために 

 文部科学省は「誰一人取り残さない学びの保障に向けた不登校対策」の中で、学校を「みんな

が安心して学べる」場所にすることを挙げています。 

 砺波市では、教室以外の相談室や図書室も安心できる子供たちの居場所として位置付け、どの

教職員も子供たちを温かく受け入れるなど学校全体を「校内教育支援センター」としています。 

 また、「全校道徳」を取り入れている小学校もあります。１～６年までの子供たちが集まり、意

見を出し合います。 

自分とは違う考えを受け入れる活動を続けていくことで、子

供たちは「すべての人を大切にし、受け入れる力」も身に付

けていきます。人を温かく受け入れる雰囲気のある学校は、

子供たちに安心感を与え、不登校の未然防止につながりま

す。これからも、子供が安心して過ごせるような教職員や子

供同士の関わり方に工夫を重ね、学校を「みんなが安心して

学べる」場所にしていくことに努めていきたいと思います。  
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節分は、邪気や
悪いものを落とし
て、新しい年に幸
運を呼び込むこと
を目的とした日本
の行事 

 

研究主任研修会 

期日：令和７年１月 10日（金）   場所：砺波南部小学校 

各校の研究主任の先生方が集まり今年度の研修について振り返り、来年度の研修に向けての情報交換を
行いました。 

【研修後の振り返りより】 

・他校の先生方との協議を通して、ミニ研修のことを知り、これからの参考にしたいと思った。 

・研修の視点を絞り、互見授業やミニ研修等を通して、時間をかけず充実した研修にしていきたい。 

・個人課題の設定と学校の重点的な取り組みの両方が実現できるような研修計画を立てていきたい。 

・学校の先生方の思いを大切にして来年の研修体制を整えていきたい。 

・これからも各学校の取組を情報交換し、校内だけで完結せず、砺波市全体で「見方・考え方」について
取り組んでいきたい。 



 

 

 

 

〇研修内容：ミドルリーダーとしての取組の振り返り 

＜講師＞南部認定こども園 園長 加藤 雅美 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  

・体力向上委員、授業改善委員の協働により作成した「実践事例集」 

・社会科副読本編集委員の協働により作成した「わたしたちの砺波」「郷土 砺波」 

を配布しました。ぜひ各校で活用してください。 

児童生徒用の社会科副読本は、後日配布いたし 

ます。 

ミドルリーダーとしての自分自身の取組を振り返った後、講師の加藤先生とのワークを通し
て、課題に対してどのように取り組むことが大切なのか、Team の中で自分がこれからできるこ
とは何かについて考えました。 
最初は遠慮がちであった参加者も徐々に明るい表情で意見交換をし、自分の思いを熱心に話す

様子がみられました。 
 

保・認ミドルリーダー研修会 

期日：令和７年１月 28日（火）  場所：砺波市役所 


